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The Damage of DV (Domestic Violence) and the
Support to its Restorative Process
― The First Report：Actual Situation of the Damage and
Present Conditions of Support ―
Kayoko KAWASAKI, Sumi MISAWA, Miharu NISHIWAKI, Keiko ENDO
Abstract：The purpose of this study is to find the actual situation of the DV damage and 
support to a DV victim.The methods of study went by Semi constructed interview  based 
on an interview guide. In interview time once around 120 minutes, one went six times.Al 
the interview contents were recorded in tape and then writen out. Two DV  victims who 
were subjects of the study already lived apart from their partners and became independent 
economicaly.
Results：As for actual situations of two cases of violence damage, there were a few times 
of physical violence.
However, variety of non-physical violence expressed frequently and its degree was serious, 
also threatened the security and dignity of the victims. The supports when DV victims 
escaped were completely diferent so that two backgrounds were diferent. 
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１ ．  暴力被害の実態
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 1 ） 被害者の状況を理解，被害者が悪いのではないというメッセージ
 2 ） DV被害者なのだという認識を促すメッセージ
2．DV被害から逃げるときの支援
 1 ） 安全に逃げるための方法（ノウハウ）を教えて準備を支援
　　逃げる方法，公的支援を受ける場合にはその手続き，逃げた後の生活，準備するもの，子どもがいる場合には，子
どもの分を含めた準備，できれば身近な信頼できる支援者・相談相手の確保，逃げる先の生活の準備
 2 ） 安全サポートの手続きを教えて支援
　　逃げる前に警察と連絡を取っておく，警察に捜索願の不受理届けの提出と安全面でのサポートの依頼
3．逃げた後の支援（希望する支援も含めて）
 1 ） 警察・裁判所等手続きの支援
　　手続きの方法説明，手続き時の同行とサポート




 3 ） 新しい生活が始まるまでの実際的な支援（人的・経済的サポート）
　アパート入居時の保証，貸付などの経済的支援，各種手続きのときの同道支援，子どもを預かる支援
 4 ） 転校手続きにかかわる学校・教育委員会の対応支援
　対象者の状況を考慮した手続き上の素早い，柔軟な対応，安全への配慮
 5 ） 安全面のサポート：地域・学校両面のサポート
 6 ） 社会福祉・サービスの優先的受給：公的住宅への優先入居，国民健康保険加入，生活保護または準じるような経済
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 要 旨
　DVでは性的暴力の存在や周産期と暴力の関係，抑うつや外傷後ストレス障害な
どの健康問題が指摘され，DV被害者への支援は母性看護の重要な課題である。そ
こで今回は，DV被害の実態とDV被害者への支援に焦点を当てて報告する。研究
対象者はインタビュー開始の時点ですでにパートナーと別居し，経済的にも自立し
て生活を営んでいる2人の女性である。データ収集方法は，インタビューガイドに
基づく半構成面接によって行い，面接時間は1回120分程度を目安とし，一人６回行っ
た。面接内容はすべてテープに録音し，逐語録を作成した。Ｘ氏・Ｙ氏における暴
力被害実態は，身体的暴力の回数は少ないものの，非身体的暴力の多様性，頻度，
程度は深刻で，被害者の安全・尊厳を脅かすものであった。支援においては，暴力
の過程で出会った警察官，DVボランティアによる，被害者を支え，見守る視点で
の助言，実際に逃げるときの支援では，Ｘ氏・Ｙ氏のように背景の異なる場合には
全く異なっていた。望まれる支援では，法務局・一時保護所等の公的支援において
DV被害者の心身の状況に配慮する柔軟な対応の必要性が浮き彫りになった。
キーワード：DV被害者，半構成面接，暴力被害，実態，支援
